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表紙の解説
博多港に停泊中の博多～釜山間の国際フェリー「ニューかめりあ」

長さ170m，総トン数 2万トン，速力23.5ノット。
「ニューかめりあ」の協力のもと，対馬海峡を横断する大型クラゲ（エチゼンクラゲ）目視調査を2006年
から現在まで行っている。この調査は日本海に流入する大型クラゲの分布状況を把握することにより，大
型クラゲの出現予測精度を向上させることを目的としている。




